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平成 27 年 7 月 1 日 

各  位 

 会 社 名 宝 印 刷 株 式 会 社 

                      代表者名 代表取締役社長 堆 誠一郎 

                         （コード番号 7921 東証第一部） 

                      問合せ先 執行役員総務部長 篠原 正雄 

                            （TEL．03－3971－3101） 

 

 

剰余金の配当（増配）ならびに「新・中期経営計画 2017」の策定に関するお知らせ 
 

 当社は、平成 27 年 7 月 1 日開催の取締役会において、以下のとおり、平成 27 年 5 月 31
日を基準日とする剰余金の配当を行うこと、ならびに「新・中期経営計画 2017」の策定に

ついて決議しましたので、お知らせいたします。 
 
 

記 
 

1. 剰余金の配当（増配） 
（1）増配の理由 
  当社は、株主の皆様への長期的利益還元を重要な経営課題の一つと考え、安定配当を

行うことを基本とし、企業体質の強化および今後の事業展開を勘案したうえで、業績に

応じた配当を加味することとしております。 

  この基本方針のもと、株主の皆様へのさらなる利益還元を検討した結果、現在、業務

遂行を円滑に実施するために必要な内部留保はできているものと考え、可能な限り配当

金として株主の皆様へ還元することといたしました。 

  したがいまして、次期以降、年間配当金は、１株当たり50円（中間配当25円、期末配

当25円）を基本とする配当を行う方針といたします。 

当期の期末配当金につきましては、１株当たり 10 円を予定しておりましたが、上記の

方針に則り増配することとし、1株当たり 25 円といたします。 

なお、当中間期においては、1 株当たり 10 円の中間配当を実施しておりますので、当

期の年間配当金は、1株当たり 35 円となります。 

  自己株式の取得につきましては、株主の皆様への利益還元と資本効率の向上を目的に

当社株式の流動性等を勘案しつつ、必要に応じて実施することとしております。 

なお、当期においては、平成27年2月6日開催の取締役会決議に基づき、平成27年3月1

日から平成27年3月25日までの期間に483,500株の自己株式を取得しております。（株主

の皆様への総還元率は154.8％となります。） 
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（2）配当金の内容 

   決定額 
前期（第77期）実績 
（平成26年5月期） 

基準日 平成27年5月31日 平成26年5月31日 
１株当たり配当金 25円00銭 14円00銭 

配当金総額 279百万円 163百万円 
効力発生日 平成27年7月31日 平成26年8月4日 
配当原資 利益剰余金 利益剰余金 

 
※1. 前期（平成26年5月期）の期末配当金には、特別配当金４円が含まれています。 
※2. 平成27年5月31日を基準日とする直近の期末配当予想（平成26年12月26日公表）は、

１株当たり10円00銭。 
※3. 配当予想は、次のとおりとします。 

 1 株当たり配当金 
基準日 第 2 四半期末 期末 合計 

次期配当予想 
（平成 28 年 5 月期） 

25 円 00 銭 25 円 00 銭 
50 円 00 銭 

連結配当性向 88.8%

今回決定内容 
（平成 27 年 5 月期） 

10 円 00 銭 25 円 00 銭 
35 円 00 銭 

連結配当性向 69.8％
前期実績 

（平成 26 年 5 月期） 
10 円 00 銭 14 円 00 銭 

24 円 00 銭 
連結配当性向 32.2％

 
※ 前期（平成 26 年 5 月期）の期末配当金には、特別配当金４円が含まれています。 
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2. 「新・中期経営計画 2017」の策定 
 (1) 宝印刷が目指す将来像 
   グローバルなファイナンシャルサポート企業 
   ディスクロージャー＆IR のオンリーワン企業 
 
 (2) 基本方針 
   当社は、高品質なディスクロージャーおよび IR のサービスを提供し、お客様に感動

していただける企業を目指すという基本理念のもと、海外にも眼を向けお客様の企業

価値の向上とディスクロージャー制度の発展とともに成長していく。 
   このため、ディスクロージャーと IR の専門会社としてツール・サービスの提供に努

め更なる拡大を図るとともに、次の飛躍のために必要な新事業開拓・育成を行うこと

を基本方針とする。 
 
 (3) 具体的施策 
  ① お客様のディスクロージャーのために役立つツールを最大限活用した積極的な販

売活動を行うとともに、きめ細かいサービスによりお客様の満足度向上を図る。 
  ② 新規株式公開（IPO）や国際会計基準（IFRS）への対応の増加をにらみ、グルー

プ企業と連携したコンサルティングサービスの拡大・充実を図る。 
  ③ お客様のコーポレートガバナンス等への対応ニーズを捉えた IR事業や翻訳ビジネ

スの品質向上と対象品目の拡大を図る。 
  ④ ディスクロージャーと IR の国際化に対応した海外関連事業の開発を図る。 
  ⑤ その他、ディスクロージャーと IR に関する多様な商品・サービスを活用し、お客

様のニーズに合った商品・サービスを提供し、業績の一層の拡大を図る。 
 
 (4) 目標計数 

 
平成26年5月期

（実績） 
平成27年5月期

（実績） 
平成28年5月期 

（計画） 
平成29年5月期 

（計画） 

売上高 126億円 134億円 136億円 140億円 

営業利益 12億円 9億円 10億円 12億円 

営業利益率 10.2％ 6.7％ 7.3％ 8.5％ 

当期純利益 8億円 5億円 6億円 7億円 

ROE 6.8％ 4.3％ 4.8％ 5.6％ 

 
※1. 本件計画は、平成 27 年 5 月期から 3 年間の社内計画として策定し運用しておりまし

た。今般、コーポレートガバナンスの観点から当該計画を見直し公表いたしました。 
※2. ROE につきましては長期的に 8％を目標に引上げを図ってまいります。 
  
業績見通しおよび事業計画に関する上記記述は、本資料作成時点における経済環境、事業

環境および当社運営方針などの一定の前提に基づいておりますので、今後様々な要因によ

り本件記述と今後の展開が異なる可能性があります。 
 

以 上 


